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を得て、2015年2月4日から3月6日まで同大学 Faculty of 
Asian and Middle Eastern Studies に在籍した。3月2日
に「明治人の教養―夏目漱石『明暗』から The Cultivation 




















































































































































































































































































































































































































































































・第1回　 5月 30日 書誌学とは。『古文真宝』について。 
   書誌学の意義。書誌の取り方概説。
・第2回　 6月 27日 書誌学の対象。書物の分類。
・第3回　 7月 30日 写本について。刊本について。 
   出版史について。
・第4回　 7月 31日 刊本について。書名について。
・第5回　 8月 1日 分類、著者名、刊・印・修について。
・第6回　 11月 21日 目録とは。表紙について。
・第7回　 12月 19日 書姿について。
















































目録の作成、データ ･ ベース化の方法、近世の出版と流通、くずし字の読み方、蔵書印の見方 ･ 読み方、近代文
献の奥付の読み方など、写本 ･ 刊本の基礎から、国文学研究資料館と国立国会図書館新館書庫の見学など、目録




国文学研究資料館展示室見学の様子 「くずし字の見方 ･ 読み方―」の講義風景
「蔵書印の見方 ･ 読み方―書物の伝来」講義風景 質疑応答の様子
9
トピックス



































































































































































































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18
17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 26 27 28 29 30 31
31
●開館 :9:30〜18:00　　●請求受付 :9:30〜12:00,13:00〜17:00　　●複写受付 :9:30〜16:00
ただし、土曜開館日は、
●開館 :9:30〜17:00　　●請求受付 :9:30〜12:00,13:00〜16:00　　●複写受付 :9:30〜15:00
閲覧室カレンダー　2015 年 5 月〜 2015 年 7 月
中朝事実（当館蔵　山鹿文庫　重要文化財）
袋綴冊子本の写本、天地２冊。縦27.4×横19.4㎝。平戸山鹿家伝来の山鹿素行自筆清書本。重要文化財に指定
されている。
寛文五年（1665）に刊行された『聖
せいきょうようろく
教要録』は、その独自の「聖教」思想が幕府の忌
き き
諱に触れたため、著者であ
る山
や ま が
鹿素
そ こ う
行（1622―1685）は播磨国赤穂藩浅野家にお預けとなる。掲出の写真は『中朝事実』の自序の部分であるが、
その末尾の記述「寛文第九己酉除日之前二、渉筆於播陽之謫所」（1669）は、まさにその流
る た く
謫中の著述であること
を示している。
序文中に見える「中華」「中国」は、一般には「中国」を指し示す語であるが、ここでは「日本」の意味で使われ
ている。日本こそが中華、つまり世界の中心となる国であると主張し、所謂中国を「外朝」と呼ぶ。素行が流謫
されたそもそもの原因は、幕府が旨としていた朱子学とは大いに異なる説を提唱したためであった。しかし、こ
の序文でも、四書五経など儒教の経典を「外朝之経典」とし、専らそれらの経典を奉ずる世情を嘆いている。流
謫されたことを顧みることなく、むしろその思想を先鋭化していったことがうかがわれよう。ただし、日本の優
位を言いながら、序文だけでなく本文において
も、その文章は中国のものである漢文を用いて
いることは大変興味深い。
延宝三年（1675）、素行は赦されて江戸に戻り、
浅草田原町に「積徳堂」を開いて門弟の教育を
行う。素行の子孫は、平戸藩主松
ま つ ら
浦鎮
しげのぶ
信と弘前
藩主津
つ が る
軽信
のぶまさ
政にそれぞれ召し抱えられ、代々両
家に仕えた。
当該資料は、松浦家に仕えた山鹿家が代々伝
えて来たもので、平成15年度に山鹿家より寄
贈を受けた「山鹿文庫」中の一点。総数1321点、
内59点は重要文化財に指定されている。
（入口敦志）
青は休館日 黄色は土曜開館日
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